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【７月号】

第46回通常総会

区
域
割
り
、適
正
料
金
の
解
決
が
最
重
要
課
題

委
員
会
体
制
再
編
し
業
界
の
根
本
的
課
題
解
決
へ

　

同
日
は
午
後
3
時
か
ら
開
会

し
、
事
務
局
が
24
組
合
全
て
の

出
席
（
委
任
状
2
組
合
）
を
得

て
総
会
が
成
立
す
る
こ
と
を
報

告
し
た
。

　

冒
頭
で
玉
川
会
長
は
「
本
日

の
総
会
で
は
、
な
ぜ
協
同
組

合
が
で
き
た
の
か
に
思
い
を

巡
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
。
組
合

員
が
環
整
連
に
ど
ん
な
役
割
を

求
め
て
き
た
か
と
い
う
と
、
ひ

と
え
に
自
分
達
の
生
活
を
守
る

た
め
。
基
本
的
に
料
金
を
確
保

す
る
た
め
に
我
々
協
同
組
合
は

存
続
し
て
き
た
」
と
全
国
環
整

連
が
創
立
さ
れ
た
背
景
を
述
べ

た
。

　

さ
ら
に
「
戦
後
間
も
な
く

我
々
の
先
達
は
家
族
を
路
頭

に
迷
わ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、

こ
の
業
を
選
ん
だ
。
後
を
継
い

　

全
国
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合
連
合
会
（
玉
川
福
和
会
長
）
は
第
46
回
通
常
総
会
を

５
月
17
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
如
水
会
館
「
ス
タ
ー
ホ
ー
ル
」
で
開
催
し
（
写
真
）
、

全
国
の
会
員
組
合
の
代
表
者
の
ほ
か
総
会
懇
親
会
に
は
与
野
党
か
ら
多
数
の
国
会
議

員
、
中
央
官
庁
、
関
係
団
体
か
ら
来
賓
を
迎
え
た
。
総
会
で
は
、
平
成
29
年
度
の
各
委

員
会
の
活
動
報
告
、
収
支
決
算
の
ほ
か
、
平
成
30
年
度
の
活
動
計
画
、
収
支
予
算
案
を

審
議
し
た
。
こ
の
う
ち
第
2
号
議
案
で
は
、
委
員
会
体
制
の
再
編
が
提
案
さ
れ
、
承
認

し
た
。
新
た
な
合
理
化
適
正
・
下
水
道
農
集
委
員
会
で
区
域
割
り
問
題
、
料
金
問
題
と

い
っ
た
業
界
が
抱
え
る
根
本
的
な
課
題
の
解
決
を
目
指
す
と
と
も
に
、
下
水
道
対
策
、

農
業
集
落
排
水
事
業
の
繋
ぎ
込
み
対
策
と
必
要
な
技
術
・
資
格
等
の
取
得
に
取
り
組
む

方
針
を
固
め
た
。

だ
我
々
は
、
こ
の
業
を
選
択
し

た
と
い
う
意
識
を
強
く
持
つ

必
要
が
あ
る
。
親
が
積
み
残
し

た
料
金
問
題
を
解
決
す
る
と

い
う
使
命
が
あ
る
。
料
金
問
題

を
こ
れ
以
上
積
み
残
す
こ
と

な
く
、
次
の
世
代
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
組
合
活
動
の
前
進
に
意

欲
を
示
し
た
。

　

次
い
で
総
会
議
長
に
西
村

博
文
常
任
理
事
を
選
出
し
、
第

1
号
議
案
「
平
成
29
年
度
活

動
報
告
、
収
支
決
算
並
び
に

余
剰
金
処
分
案
承
認
」
、
第
2

号
議
案
「
全
国
環
整
連
、
委

員
会
体
制
」
、
第
3
号
議
案
「
平

成
30
年
度
活
動
方
針
、
活
動

計
画
並
び
に
収
支
予
算
の
決

定
」
、
第
4
号
議
案
「
平
成
30

年
度
借
入
金
の
最
高
限
度
額

決
定
」
、
第
5
号
議
案
「
取
引

金
融
機
関
決
定
」
、
第
6
号
議

案
「
そ
の
他
」
に
つ
い
て
審

議
し
た
。

　

こ
の
う
ち
第
2
号
議
案
で

は
、
全
国
環
整
連
の
部
会
・
委

員
会
体
制
の
再
編
と
、
部
会
長

お
よ
び
各
委
員
会
長
の
任
命
を

行
っ
た
。

　

執
行
部
内
に
置
か
れ
た
適
正

処
理
推
進
部
会
の
も
と
、
財

務
、
合
理
化
適
正
・
下
水
道
農

集
（
統
合
・
新
設
）、
浄
化
槽
、

循
環
資
源
、
広
報
編
集
の
各
委

員
会
と
青
年
部
が
活
動
主
体
と

な
り
、
地
域
問
題
の
現
地
支
援

を
機
に
積
極
的
な
事
業
活
動
を

展
開
し
て
い
く
。
適
正
処
理
推

進
部
会
長
は
黒
瀬
栄
治
副
会
長

が
担
当
し
、
各
員
会
を
統
括
す

る
ほ
か
、
関
連
テ
ー
マ
は
委
員

会
共
同
で
取
り
組
む
な
ど
内
容

の
充
実
を
図
る
。

　

世
界
を
見
る
と

第
三
次
世
界
大
戦

で
も
始
ま
る
か
と

思
う
よ
う
な
情
勢

で
す
。
日
本
の
国
会

を
見
る
と
、
嘘
を
つ

か
な
い
人
は
国
会
議
員
に
な
れ

な
い
よ
う
に
も
思
え
る
。
た
だ

環
整
連
は
そ
う
あ
っ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

本
日
の
総
会
で
は
、
な
ぜ
協

同
組
合
が
で
き
た
の
か
と
い
う

こ
と
に
思
い
を
巡
ら
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
各
県
で
協
同
組

合
を
組
織
し
、
そ
し
て
全
国
団

体
の
環
整
連
が
誕
生
し
た
。
組

合
員
が
環
整
連
に
ど
ん
な
役
割

を
求
め
て
き
た
か
と
い
う
と
、

ひ
と
え
に
自
分
達
の
生
活
を
守

る
た
め
で
す
。

　

下
水
道
の
普
及
に
よ
り
し
尿

の
業
務
が
縮
小
さ
れ
る
背
景

で
合
特
法
が
定
め
ら
れ
ま
し
た

が
、
合
特
法
が
適
切
に
運
用
で

き
る
地
域
と
で
き
て
な
い
地
域

の
差
が
あ
る
。
基
本
的
に
料
金

を
確
保
す
る
た
め
に
我
々
協
同

組
合
は
存
続
し
て
き
ま
し
た
。

　

戦
後
間
も
な
い
と
き
に
、

我
々
の
先
達
は
家
族
を
路
頭
に

迷
わ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
こ

の
業
を
選
び
ま
し
た
。
そ
し
て

後
を
継
い
だ
我
々
は
、
こ
の
業

を
選
択
し
た
と
い
う
意
識
を
明

確
に
持
つ
必
要
が
あ
る
。
親
が

積
み
残
し
た
料
金
問
題
を
解
決

す
る
。
足
り
な
い
と
こ
ろ
が
明

ら
か
に
分
か
っ
た
時
点
で
解
決

す
る
の
が
、
私
た
ち
に
課
せ
ら

れ
た
使
命
だ
と
い
う
意
識
を
持

つ
必
要
が
あ
る
。

　

昭
和
50
年
代
の
初
め
頃
か

ら
、
全
国
環
整
連
で
は
適
正
料

金
の
獲
得
運
動
が
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
し
て
料
金
問
題
を
突
破

し
た
と
こ
ろ
、
突
破
で
き
な

か
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
一
つ

の
壁
を
越
え
な
い
と
、
な
か
な

か
次
の
壁
は
乗
り
越
え
ら
れ
ま

せ
ん
。
つ
ま
り
料
金
問
題
の
壁

が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
は
、
合
理
化
が
進
ん
で

い
か
な
い
。

　

こ
の
実
態
を
考
え
る
と
、
問

題
の
原
点
に
あ
る
料
金
を
私
た

ち
の
力
で
適
正
に
変
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
本
日
の
総
会

に
当
た
り
改
め
て
委
員
会
を
通

じ
て
解
決
の
方
向
に
前
進
す
る

記
念
の
日
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

料
金
問
題
を
抱
え
た
ま
ま

で
何
か
を
獲
得
す
る
こ
と
は

私
は
難
し
い
と
思
う
。
そ
う

い
っ
た
部
分
に
触
れ
な
が
ら

市
町
村
に
も
訴
え
か
け
、
総
会

の
場
に
来
ら
れ
て
い
な
い
組

合
員
も
そ
れ
に
目
を
向
け
る

必
要
が
あ
る
。

　

自
分
の
親
た
ち
が
乗
り
超
え

ら
れ
な
か
っ
た
料
金
問
題
を
こ

れ
以
上
積
み
残
す
こ
と
な
く
、

次
の
世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
る
青

年
部
は
、
組
合
が
や
る
べ
き
こ

と
を
目
標
と
し
て
焦
点
を
絞
り

込
ん
で
環
整
連
を
前
へ
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。
ご
理
解
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

当
な
入
札
・
新
規
許
可
の
阻
止
、

ご
み
諸
問
題
に
関
す
る
環
境
省

と
の
協
議
、
地
域
の
処
理
計
画

の
把
握
と
合
理
的
な
原
価
計
算

の
推
進
、
一
般
廃
棄
物
と
し
て

の
業
務
範
囲
を
明
確
に
し
他
業

界
か
ら
の
浸
食
を
防
ぐ
、
廃
棄

物
管
理
シ
ス
テ
ム
の
推
進
、
リ

サ
イ
ク
ル
の
研
究
、
処
理
困
難

物
や
災
害
廃
棄
物
取
り
扱
い
の

確
保
、
地
域
人
財
育
成
に
取
り

組
む
。

　

広
報
編
集
委
員
会
は
、
組
合

活
動
の
広
報
を
目
的
に
広
報
環

整
連
の
発
行
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

更
新
に
取
り
組
む
。

　

こ
の
ほ
か
青
年
部
は
、
適
正

業
務
の
確
立
と
適
正
料
金
の
獲

得
、
社
会
的
地
位
の
確
立
を
目

的
に
掲
げ
、
浄
化
槽
委
員
会
と

連
携
し
水
再
生
シ
ス
テ
ム
の
実

務
研
修
会
の
実
施
、
各
委
員

会
へ
の
所
属
、
青
年
部
研
修
会

の
実
施
、
広
報
環
整
連
の
読
み

合
わ
せ
な
ど
を
実
施
す
る
と
し

た
。

　

総
会
後
は
午
後
6
時
か
ら
懇

親
会
を
開
催
し
た
。
業
界
、
関

係
省
か
ら
多
く
の
来
賓
が
出
席

し
た
ほ
か
、
自
民
党
の
渡
海
紀

三
朗
衆
議
院
議
員
、
立
憲
民
主

党
の
枝
野
幸
男
代
表
、
公
明

党
の
鰐
淵
洋
子
衆
議
院
議
員
な

ど
、
与
野
党
か
ら
も
多
数
の
国

会
議
員
が
駆
け
つ
け
祝
辞
を
述

べ
た
。

う
。

　

循
環
資
源
委
員
会
は
、
業
務

を
的
確
に
遂
行
す
る
に
足
り
る

委
託
料
を
実
現
す
る
た
め
、
不

料金問題解決し次世代へバトンタッチを

　

平
成
30
年
度
の
活
動
方
針

と
し
て
適
正
処
理
推
進
部
会

は
、
最
高
裁
が
一
般
廃
棄
物
処

理
業
は
自
由
競
争
の
事
業
と

位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
い
と

判
断
を
下
し
た
こ
と
。
ま
た

一
廃
処
理
の
継
続
・
安
定
確

保
に
は
、
そ
の
地
域
の
需
給

と
変
動
に
よ
る
影
響
を
考
慮

す
べ
き
と
の
考
え
を
示
し
た

司
法
判
断
を
重
く
捉
え
、
既

存
業
者
の
区
域
割
り
を
推
進

し
、
全
国
で
発
生
し
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
を
現
地

に
て
解
決
を
図
る
と
し
た
。

　

財
務
委
員
会
は
適
正
な
財
務

運
用
、
予
算
執
行
に
対
す
る
透

明
化
の
実
施
と
活
動
に
必
要
な

財
源
を
確
保
す
る
。

　

合
理
化
適
正
・
下
水
道
農

集
委
員
会
は
、
適
正
な
処
理

体
制
（
合
理
化
お
よ
び
区
域

割
り
）
の
確
保
と
不
法
・
不

当
な
新
規
許
可
の
阻
止
を
行

う
。
具
体
的
に
は
区
域
割
り

を
通
じ
た
適
正
処
理
の
確
保

と
合
理
化
協
定
締
結
に
向
け

た
現
地
支
援
、
不
当
な
委
託

業
務
の
入
札
制
度
化
の
阻
止
、

転
換
業
務
委
託
の
獲
得
、
廃

棄
物
処
理
法
に
係
る
最
高
裁

判
決
を
基
本
と
し
た
研
修
会

実
施
等
を
行
う
。

　

浄
化
槽
委
員
会
は
、
浄
化
槽

が
下
水
道
に
代
わ
る
排
水
処
理

施
設
に
な
る
べ
く
適
正
な
維
持

管
理
体
制
の
実
行
、
良
好
な
処

理
水
質
の
確
保
に
向
け
、
浄
化

槽
法
や
関
連
通
知
の
研
修
、
全

国
環
整
連
水
再
生
シ
ス
テ
ム
認

証
基
準
の
再
構
築
、
現
地
で
の

水
再
生
実
務
研
修
会
の
実
施
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
維
持
管

理
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、
環
境
省

や
国
交
省
と
の
協
議
な
ど
を
行

最
高
裁
判
決
理
解
し
適
正
処
理
推
進

　
　
　
　

一
廃
は
自
由
競
争
に
位
置
付
け
ら
れ
な
い

全
国
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合
連
合
会

会
長  

玉
川  

福
和

総会挨拶
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安定した事業環境整備と浄化槽発展へ関係者一丸安定した事業環境整備と浄化槽発展へ関係者一丸安定した事業環境整備と浄化槽発展へ関係者一丸

懇親会に渡海自民党議員や枝野民主代表ら来賓多数

　

全
国
環
整
連
第
46
回
通

常
総
会
後
の
懇
親
会
に
は
、

会
員
、
関
係
団
体
な
ど
約

2
5
0
名
が
出
席
し
、
国
会

か
ら
は
渡
海
紀
三
朗
自
由
民

主
党
衆
議
院
議
員
、
枝
野
幸

男
立
憲
民
主
党
代
表
・
衆
院

議
員
、
増
子
輝
彦
国
民
民
主

党
参
議
院
議
員
、
室
井
邦
彦

日
本
維
新
の
会
参
院
議
員
ら

多
数
の
与
野
党
議
員
が
駆
け

つ
け
た
。

　

冒
頭
、
黒
瀬
副
会
長
の
あ

い
さ
つ
に
続
い
て
玉
川
会
長

が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
世
界

中
で
戦
争
が
勃
発
し
て
お

り
、
第
3
次
世
界
大
戦
が
い

つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い

状
況
だ
。
現
在
わ
が
国
は
平

和
を
保
っ
て
い
る
が
、
戦
後

70
年
を
超
え
て
官
僚
機
構
が

瓦
解
し
始
め
て
い
る
。
今
こ

そ
悪
い
も
の
を
悪
い
と
言
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
憲
法
は
戦

勝
国
の
米
国
が
作
っ
た
も
の

で
あ
り
、
再
び
戦
争
を
起
こ

さ
な
い
た
め
に
あ
る
。
安
定

し
た
国
家
が
あ
れ
ば
必
ず
業

界
団
体
と
し
て
い
い
仕
事
が

で
き
る
は
ず
だ
。
安
定
・
安

心
の
国
づ
く
り
を
要
求
す

る
」
と
述
べ
た
。

　

来
賓
挨
拶
で
は
渡
海
議
員

が
「
自
民
党
に
対
し
厳
し
い

ご
指
摘
も
い
た
だ
い
た
が
、

我
々
は
決
し
て
総
理
の
た

め
に
政
治
を
し
て
い
る
の
で

は
な
い
。
国
民
の
皆
さ
ま
の

幸
せ
と
安
定
を
目
指
し
て
お

り
、
そ
の
た
め
に
党
内
で
も

激
し
い
議
論
を
し
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
何
を

残
せ
る
か
と
い
う
の
が
関
心

事
」
と
挨
拶
。

　

枝
野
代
表
は
「
野
党
が

し
っ
か
り
し
な
け
れ
ば
政
治

は
良
く
な
ら
な
い
。
ご
心
配

を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
ろ

う
か
と
思
う
が
、
与
党
と
違

い
を
し
っ
か
り
出
し
な
が
ら

共
通
す
る
点
で
は
協
力
し
て

ま
い
り
た
い
。
環
整
連
の
皆

さ
ま
は
地
域
の
暮
ら
し
と
密

接
し
た
お
仕
事
を
さ
れ
て
い

る
。
全
国
で
安
心
・
安
全
の

生
活
環
境
を
整
備
す
る
に
は

皆
さ
ま
に
頑
張
っ
て
い
た
だ

く
ほ
か
な
い
。
そ
の
点
は
与

党
の
皆
さ
ま
も
同
じ
考
え
と

思
う
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
皆
さ
ま
の
声
を
受
け
止

め
我
々
も
頑
張
っ
て
ま
い
り

た
い
」
と
環
境
行
政
で
連
携

す
る
姿
勢
を
見
せ
た
。

　

乾
杯
の
発
声
は
福
山
哲
郎

立
憲
民
主
党
幹
事
長
・
参
院

議
員
が
務
め
、
開
宴
後
も
次
々

と
国
会
議
員
や
環
境
省
幹
部

ら
が
駆
け
付
け
て
な
ご
や
か

に
歓
談
し
、
午
後
7
時
に
古

澤
謙
一
副
会
長
の
中
締
め
で

盛
況
の
う
ち
に
散
会
し
た
。

業界の発展を祈念して乾杯する福山哲郎立憲民主党幹事長

城内実衆議院議員
（自民）

渡海紀三朗衆議院議員
（自民）

大岡敏孝衆議院議員
（自民）

鰐淵洋子衆議院議員
（公明）

鈴木貴子衆議院議員
（自民）

福山哲郎幹事長
（立憲民主）
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安定した事業環境整備へ安心の国づく
りを求める玉川会長

生方幸夫衆議院議員
（立憲民主）

枝野幸男代表
（立憲民主）

室井邦彦参議院議員
（日本維新の会）

増子輝彦幹事長代行
（国民民主）

今井雅人衆議院議員
（国民民主）

森ゆうこ参議院議員
（自由）

鈴木宗男党代表
（新党大地）

細野豪志衆議院議員
（無所属）

大島九州男衆議院議員
（国民民主）

階猛衆議院議員
（国民民主）

大串博志衆議院議員
（無所属の会）

岸本周平衆議院議員
（国民民主）

氏　名 所　属

鈴木　宗男 新党大地

武田　良太 自民（衆）

樽床　伸二 無所属（衆）

塚田　一郎 自民（参）

渡海紀三朗 自民（衆）

西村　明宏 自民（衆）

二之湯武史 自民（参）

福山　哲郎 立憲民主（参）

細野　豪志 無所属（衆）

増子　輝彦 国民民主（参）

室井　邦彦 日本維新（参）

森　ゆうこ 自由（参）

鰐淵　洋子 公明（衆）

氏　名 所　属

秋葉　賢也 自民（衆）

今井　雅人 国民民主（衆）

生方　幸夫 立憲民主（衆）

枝野　幸男 立憲民主（衆）

大岡　敏孝 自民（衆）

大串　博志 無所属の会（衆）

大島九州男 民進（参）

門　　博文 自民（衆）

金子　俊平 自民（衆）

岸本　周平 国民民主（衆）

小寺　裕雄 自民（衆）

小鑓　隆史 自民（参）

階　　　猛 国民民主（衆）

鈴木　貴子 自民（衆）

　来賓一覧（国会議員）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略・順不同）

氏　名 役　　　　職

山本　昌宏 環境省　環境再生・資源循環局　次長

瀨川　恵子 環境省　環境再生・資源循環局　廃棄物適正処理推進課　課長

工藤　喜史 環境省　環境再生・資源循環局　廃棄物適正処理推進課　課長補佐

土居健太郎 環境省　環境再生・資源循環局　総務課　長課

　来賓一覧（省庁）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
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実
効
あ
る
合
理
化
対
策
に
向
け
団
結

実
効
あ
る
合
理
化
対
策
に
向
け
団
結

最
高
裁
判
決
踏
ま
え
各
地
で
活
動
展
開　

最
高
裁
判
決
踏
ま
え
各
地
で
活
動
展
開　

　

全
国
環
整
連
の
第
46
回
通
常
総
会
は
、
第
2
号
議
案
で

委
員
会
体
制
の
再
編
が
提
案
さ
れ
、
従
来
の
合
理
化
適
正

委
員
会
が
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
の
転
換
業

務
の
獲
得
支
援
を
担
う
「
合
理
化
適
正
・
下
水
道
農
集
委

員
会
」（
牧
野
好
晃
委
員
長
）
と
な
る
こ
と
で
承
認
さ
れ
た
。

新
た
に
４
委
員
会
及
び
青
年
部
体
制
に
な
っ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
引
き
続
き
適
正
処
理
推
進
部
会
長
に
就
任
し
た
黒

瀬
栄
治
副
会
長
は
、
「
最
高
裁
が
判
断
を
示
し
た
い
ま
が
、

合
理
化
対
策
に
着
手
す
る
最
後
の
機
会
に
な
る
だ
ろ
う
」

と
各
組
合
の
理
事
長
に
呼
び
掛
け
た
。

　

平
成
29
年
度
ま
で
の
委
員

会
体
制
で
は
、
こ
れ
ま
で
各

地
の
新
規
許
可
問
題
、
合
理

化
対
策
、
区
域
割
り
の
推
進

な
ど
、
一
般
廃
棄
物
の
適
正

処
理
を
維
持
・
継
続
し
て
い

く
上
で
必
要
不
可
欠
な
体
制

の
改
善
に
注
力
し
て
き
た
。

　

一
方
、
事
業
・
下
水
道
委

員
会
は
、
農
業
集
落
排
水
施

設
の
維
持
管
理
や
余
剰
汚
泥

一
応
の
活
動
成
果
を
達
成
し

た
た
め
、
発
展
的
統
合
を
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

の
利
活
用
、
小
規
模
な
公
共

下
水
道
事
業
へ
の
参
画
模
索

を
中
心
に
活
動
。
平
成
29
年

度
の
活
動
報
告
で
、
委
員
会

独
自
に
農
集
排
施
設
や
特
定

環
境
下
水
道
に
併
設
す
る
ビ

ル
ト
イ
ン
型
小
型
コ
ン
ポ
ス

ト
化
施
設
の
導
入
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
委
員
会
独
自
に
ま
と
め
、

先
進
各
地
の
視
察
研
修
と

S
W
O
T
分
析
勉
強
会
な
ど

　

引
き
続
き
、
農
業
集
落
排

水
事
業
と
下
水
道
事
業
の
転

換
業
務
獲
得
の
取
り
組
み
が

必
要
な
た
め
「
合
理
化
適
正
・

下
水
道
農
集
委
員
会
」
が
担

当
委
員
会
と
し
て
設
け
ら
れ

た
。

　

同
委
員
会
と
と
も
に
財
務

委
員
会
、
浄
化
槽
委
員
会
、
循

環
資
源
委
員
会
、
広
報
編
集

委
員
会
を
執
行
部
の
黒
瀬
栄

治
副
会
長
が
適
正
処
理
推
進

部
会
長
と
し
て
統
括
す
る
。

　

昭
和
50
年
に
合
理
化
特
別
措
置

法
が
制
定
さ
れ
、
そ
し
て
平
成
の

時
代
に
入
り
、
平
成
15
年
く
ら
い

ま
で
に
料
金
問
題
等
、
地
区
割
問

題
等
、
合
理
化
問
題
を
解
決
し

た
、
も
し
く
は
取
り
組
ん
で
い
る

地
域
は
対
策
が
出
来
て
い
る
わ
け

で
す
。

　

玉
川
会
長
の
執
行
部
体
制
に

な
っ
て
か
ら
の
10
～
15
年
、
問
題

を
解
決
し
よ
う
、
進
め
よ
う
と

言
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
実
際
に
進

ん
で
い
な
い
地
域
は
全
く
動
か
な

い
。
要
合
理
化
特
別
措
置
法
と

い
う
法
律
が
あ
る
の

に
、
合
理
化
対
策
だ

け
で
な
く
料
金
問
題

も
地
区
割
問
題
も
い

ま
だ
な
に
も
出
来
て

い
な
い
。

　

せ
っ
か
く
や
ろ
う

と
思
う
気
持
ち
が
あ

る
の
だ
っ
た
ら
、
行

動
を
や
り
切
っ
て
結

果
を
出
し
、
そ
し
て
組
合
員
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
組
織
で
あ
る
こ
と

が
、
組
合
の
あ
る
べ
き
姿
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
し
て
や
、
最
高
裁
で
非
常
に

重
要
な
判
例
が
出
て
い
る
わ
け
で

す
。
「
一
般
廃
棄
物
処
理
は
自
由

競
争
で
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と

言
っ
て
い
ま
す
。
処
理
責
任
が
あ

る
自
治
体
に
は
「
地
区
割
を
お
や

り
な
さ
い
」
と
言
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。
合
特
法
の
取
り
組
み
に
着

手
す
る
な
ら
い
ま
が
チ
ャ
ン
ス
、

い
ま
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
日
の
総
会
前
執
行
部
会
で
は

青
年
部
の
活
動
方
針
と
計
画
に
す

ご
く
力
を
入
れ
ま
し
た
。
い
ま
か

ら
私
た
ち
が
や
っ
て
き
た
こ
と
を

引
き
継
ぐ
の
だ
か
ら
、
性
根
を
入

れ
て
や
り
な
さ
い
。
行
政
交
渉
は

ち
ゃ
ん
と
出
来
る
の
か
、
そ
う
い

う
基
本
的
な
組
合
活
動
か
ら
青
年

部
に
鞭
を
入
れ
る
と
い
っ
た
感
じ

で
す
。

　

こ
の
度
の
最
高
裁
の
判
決
を
大

切
な
材
料
と
し
て
、
適
正
処
理
推

進
部
会
は
性
根
を
入
れ
て
成
果
を

出
す
た
め
に
活
動
し
ま
す
。

　

本
日
お
集
ま
り
の
み
な
さ
ん

が
地
域
の
組
織
の
ト
ッ
プ
で
す

か
ら
、
組
合
員
の
た
め
に
、
相

互
扶
助
の
精
神
の
も
と
、
や
る
し

か
な
い
ん
で
す
。
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

区域割による区域割による
適正処理体制確保し、適正処理体制確保し、
合理化問題の解決を合理化問題の解決を

黒瀬  栄治  適正処理推進部会長適正処理推進部会長所信所信

　

環
境
省

は
6
月
22

日
、
全
国

都
道
府
県

お
よ
び
政

令
市
の
廃

棄
物
行
政

主
幹
部
局

長
宛
に
「
建

築
物
の
解

体
時
等
に

お
け
る
残

置
物
の
取

扱
い
に
つ

い
て
」
と

す
る
通
知

を
、

環

境

再

生
・

資

源
循
環
局

廃
棄
物
適

正
処
理
推

進

課

長
、

廃
棄
物
規
制
課
長
の
連
名
で

発
出
し
た
。
建
築
物
の
解
体

や
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
際
に

残
さ
れ
た
家
具
や
家
電
製
品

等
の
適
正
処
理
を
求
め
た
も

の
で
、
都
道
府
県
や
市
町
村

に
よ
る
指
導
な
ど
適
正
処
理

を
確
保
す
る
た
め
の
方
策
を

示
し
、
建
築
物
の
所
有
者
、

建
設
元
請
業
者
、
廃
棄
物
処

理
業
者
等
へ
の
周
知
徹
底
を

求
め
た
。

　

通
知
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の

3
点
。

　

①
都
道
府
県
お
よ
び
市
町

村
に
対
し
、
一
般
廃
棄
物
に

該
当
す
る
残
置
物
の
処
理
に

つ
い
て
関
係
者
か
ら
相
談
が

あ
っ
た
場
合
、
「
当
該
市
町

村
に
お
け
る
一
般
廃
棄
物
処

理
計
画
（
適
切
な
排
出
方
法
、

市
町
村
が
自
ら
処
理
し
な
い

廃
棄
物
に
つ
い
て
は
連
絡
す

べ
き
一
般
廃
棄
物
処
理
業
者

等
）
に
沿
っ
た
方
法
を
示
す
」

な
ど
、
適
正
な
処
理
が
実

施
さ
れ
る
よ
う
指
導
を
求
め

た
。

　

②
夜
逃
げ
な
ど
、
当
該
建

築
物
の
所
有
者
等
の
所
在
が

不
明
で
処
理
が
行
わ
れ
な
い

場
合
は
、
「
関
係
者
に
対
し

適
正
な
処
理
方
法
を
示
す
」

「
必
要
に
応
じ
て
廃
棄
物
処

理
法
施
行
令
第
4
条
各
号
に

掲
げ
る
基
準
に
従
い
、
市
町

村
か
ら
適
正
な
処
理
業
者
に

対
し
て
残
置
物
の
処
理
を
委

託
す
る
」
な
ど
、
市
町
村
に

お
い
て
一
般
廃
棄
物
の
適
正

処
理
を
確
保
す
る
よ
う
求
め

た
。

　

③
残
置
物
が
一
般
廃
棄
物

の
場
合
は
、
処
理
に
当
た
っ

て
は
当
該
市
町
村
か
ら
の
委

託
、
一
般
廃
棄
物
処
理
業
の

許
可
を
受
け
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
「
廃
棄
物
処
理
法

第
7
条
第
5
項
各
号
、
第
10

項
各
号
に
適
合
し
て
い
る
と

認
め
る
と
き
で
な
け
れ
ば
許

可
を
し
て
は
な
ら
な
い
」「
残

置
物
の
処
理
を
受
託
す
る
者

に
お
い
て
一
般
廃
棄
物
処
理

施
設
の
設
置
許
可
が
必
要
と

残置物の適正処理呼びかける環境省パンフ
レット

全国環整連 委員会体制

部会・委員会名 役職・氏名

適正処理推進部会 部会長　　黒　瀬　　栄　治

財務委員会 委員長 中　村　　　　隆

合理化適正・下水道農集委員会 委員長 牧　野　　好　晃

浄化槽委員会 委員長 宮　原　　靖　明

循環資源委員会 委員長 関　根　　　　信

広報編集委員会 委員長 西　村　　博　文

青年部 部　長 笹　原　　直　人

な
る
場
合
は
、
廃
棄
物
処
理

法
第
15
条
の
2
の
5
に
係
る

〝
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の

設
置
者
に
係
る
一
般
廃
棄
物

処
理
施
設
の
設
置
に
つ
い
て

の
特
例
〟
が
活
用
可
能
」
と

の
留
意
点
を
示
し
た
。

　

残
置
物
の
取
り
扱
い
を

巡
っ
て
は
、
関
係
者
か
ら
対

応
を
求
め
る
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
た
ほ
か
、
平
成
29
年
2

月
の
中
央
環
境
審
議
会
「
廃

棄
物
処
理
制
度
の
見
直
し
の

方
向
性
（
意
見
具
申
）
」
に

お
い
て
も
「
建
築
物
の
解
体

に
伴
い
生
じ
た
廃
棄
物
の
収

集
お
よ
び
運
搬
ま
た
は
処
分

を
行
う
者
に
、
処
理
を
依
頼

す
る
事
例
等
が
見
受
け
ら
れ

る
」
と
課
題
が
示
さ
れ
、「
地

方
自
治
体
、
一
般
廃
棄
物
処

理
業
者
、
建
設
業
者
等
の
関

係
者
の
連
携
に
よ
り
円
滑
な

処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
事
例

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
事
例
を
含
め
、
残
置
物
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
地
方
自

治
体
、
処
理
業
者
、
排
出
事

業
者
等
に
周
知
し
て
い
く
べ

き
」
と
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。

　

今
回
の
通
知
は
こ
の
方
針

を
受
け
発
出
し
た
も
の
で
、

通
知
で
は
「
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事

な

ど

解

体

以

外

の

場

合

で

も

処

理

責

任

は

当

該

建

築

物

の

所

有

者

等

に

あ

る
。

都

道

府

県

お

よ

び

市

町

村

に

お

い

て

は

建

築

物

の

所

有

者
、

建

設

元
請
業
者
、

廃

棄

物

処

理
業
者
等
へ
の
周
知
徹
底
を

行
わ
れ
た
い
」
と
し
た
。

　

ま
た
6
月
25
日
に
開
催
さ

れ
た
環
境
省
全
国
廃
棄
物
・

リ
サ
イ
ク
ル
行
政
主
幹
課
長

会
議
（
写
真
）
で
も
、
瀬
川
恵

子
廃
棄
物
適
正
処
理
推
進
課

長
は
同
通
知
に
つ
い
て
「
建

築
物
の
解
体
時
に
残
置
さ
れ

た
廃
棄
物
を
占
有
者
が
処
理

せ
ず
、
解
体
工
事
を
行
う
方

に
引
き
取
ら
せ
て
い
る
事
案

が
あ
り
、
か
ね
て
よ
り
産
業

廃
棄
物
関
係
の
方
々
か
ら
指

導
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

話
を
受
け
て
い
た
。
残
置
物

は
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
も
の
は
一
般
廃
棄
物
、
事

業
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
も
の

は
そ
の
性
状
に
よ
っ
て
産
業

廃
棄
物
で
あ
る
が
、
い
ず
れ

に
せ
よ
占
有
者
、
あ
る
い
は

建
物
の
持
ち
主
の
方
が
処
理

す
る
こ
と
が
原
則
。
そ
こ
で

今
回
の
通
知
を
発
出
し
た
」

と
説
明
。

　

加
え
て
「
通
知
と
併
せ
、

環
境
省
で
は
残
置
物
の
適
正

処
理
を
お
願
い
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。
皆
さ

ま
に
お
使
い
い
た
だ
け
る
よ

う
P
D
F
で
配
布
し
て
い
る

の
で
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
」
と
求
め
た
。

残置物の適正処理確保へ通知発出
廃棄物処理業者等に周知徹底求める環境省


